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This report deals with the main research theme of Research 
Institute of Asian Design (RIAD), focusing the cultures of 
mountain floats in Asia from design-centered approach. We 
want to make clear design technique (language) of 
mountain floats from their wide variety of forms, symbolic 
meanings, cosmology and their relationship of society and 
natural environments. 
Members of RIAD made researches of new year festival in 
Qiantong, Ninbo city, China, that is famous of specific forms 
of acrobatic and drumming palanquins symbolizing holy 
mountain in Chinese mythology. Also in Japan, wa 
researched the structure of mountain floats and social 
organizations of ujiko (parishioner of Shinto shrine) of 
Chousa Masturi held at Kan-onji, Kagawa Prefecture. 
We continue to research other type of floats in Asia and 
Japan, in order to make clear not only their symbolic 
meanings and design languages, but also the relationship of 
social structure and structure of settlement with 
ceremonial process, based on these outcomes of researches. 
















　山車は神を招く依り代である神籬 ( ひもろぎ ) から
発展したものとされるが、祭りの山 ( 山車 ) や鉾の原
型とされるのは、平安期の大嘗祭の標山 ( しめやま )






















台である。研究所では、2011 年 10 月 14 日から 17 日
までこの祭礼の観察調査をおこなった。
　観音寺の琴弾八幡宮の祭礼は、毎年 10 月の第 3 週
の金・土・日の 3 日間にわたって開催されている (2011
図 1　標山復元図 (國學院大學学術資料館所蔵 )
写真 1. 太鼓台 (観音寺 )
写真 2. 網目が特徴のトンボ












千 と い う 山 車 が 18
台も曳きだされる。
1 月 14 日 と 15 日 の
2 日間の祭りは非常
な 賑 わ い を み せ る
( 写真 3・4)。これら
の山車は、前童鎮の



























　観音寺の太鼓台は、高さ 3 ～ 5 メートルほどの 4 本
柱に組んだ中央下部に太鼓が据えられる。7 枚の布団




団が掛けられる。重さは 2 ～ 3 トン近くあり、100 人
近い男たちで担がれる ( 写真 1・2)。
　観音寺の太鼓台の特徴は、七重の上部の四隅に蝶結
びにした「とんぼ」が白地に網の目掛けしたものが用
いられていることで、南隣の豊浜 ( 観音寺市 ) の赤、






























5 層または 7 層で
構 成 さ れ、 各 層
には中国の伝統




曳 い て い く。 こ
れらのさまざま


























て表現され、成果をあげた ( 図 4・写真 7)。
○第 1 回国際シンポジウム報告書の刊行
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図 4　学生のアイデアスケッチ 写真 7. 完成した作品
